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　町の主要事業を行う一般会計決算の歳入は、前年比12.3パーセント増で35億1,472万円とな
りました。その内訳を前年度と比較すると、町税、地方交付税、県支出金などが増加し、町税の
徴収率は98.2パーセントでした｡歳出は前年度比9.9パーセント増で31億8,484万円となりまし
た。その内訳を前年度と比較すると総務費、農林水産業費、土木費などが増加しました。財政の
分析を見ると実質収支比率、実質公債費比率とも前年度より改善されています。10年前に21.2
パーセントあった公債費比率は8.3パーセントに下がり健全化が図られてきました。また借金と
貯金の関係とも言える地方債残高33億3,593万円に対して基金残高（奨学基金除く）は21億
3,330万円となっています。

平
成
25
年
度
　
各
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た

平成25年度主な施策の成果 単位：千円

総務費関係
 ● デマンド型乗合タクシー運行委託料 …… 1,115
 ● 湖東総合（厚生）病院建設事業補助金 … 116,944
 ● 再生可能エネルギー等導入事業（街路灯） 7,875
 ● 未来づくり協働プログラム事業（用地、設計ほか） 195,319
町民課関係
 ● 結婚祝い金事業 ……………………… 1,000
 ● 空き家解体作業委託料 ……………… 1,491
 ● 次期県総合防災システム整備事業費負担金 2,572
福祉課関係（現保健課含む）
 ● 八郎潟ｄｅ愛サポート事業補助金 …… 120
 ● 地域自殺対策緊急強化事業 ………… 1,283
 ● 総合健診事業 ………………………… 14,413

産 業 課
 ● 緊急雇用創出事業交付金事業 ……… 2,853
 ● えだまめ日本一産地条件整備事業補助金 1,168
 ● 農業体質強化基盤促進事業費補助金 56,100
 ● 農業基盤整備促進事業費補助金 …… 20,260
 ● 若者イベント実行委員会補助事業 …… 700
建設課関係
 ● 町道舗装補修工事５箇所 …………… 11,143
 ● 町道除雪委託料 ……………………… 18,369
 ● 町道関連工事７路線８工事 ………… 83,672
教育課関係
 ● 学校給食助成金 ……………………… 22,100
 ● 子ども子育て支援事業計画ニーズ調査業務委託料 1,627
 ● 公共ホール音楽活性化事業…………… 331
 ● 青少年劇場事業（公演委託料）………… 275

歳入総額… 35億1,472万1,557円
歳出総額… 31億8,484万2,269円
差 引 額… 3億2,987万9,288円

繰越明許費… 1億1,374万3,042円
※25年度に予算化して26年度に使う

実質収支額… 2億1,613万6,246円

一
般
会
計

単位：千円・％（　）内は24年度 単位：千円・％（　）内は24年度歳 入 歳 出
項     目 金 額 構成比
町 税 503,173 14.3 （ 493,936）
地 方 譲 与 税 25,379 0.7 （ 26,707）
利 子 割 交 付 金 1,228 0.0 （ 1,322）
配 当 割 交 付 金 1,351 0.0 （ 558）
株式等譲渡所得割交付金 1,504 0.0 （ 124）
地方消費税交付金 53,808 1.5 （ 54,269）
自動車取得税交付金 5,172 0.1 （ 6,521）
地方特例交付金 1,527 0.0 （ 1,581）
地 方 交 付 税 1,587,616 45.2 （1,572,561）
交通安全対策特別交付金 649 0.0 （ 658）
分担金及び負担金 17,112 0.5 （ 17,648）
使用料及び手数料 53,837 1.5 （ 53,359）
国 庫 支 出 金 373,167 10.6 （ 299,974）
県 支 出 金 166,839 4.7 （ 169,545）
財 産 収 入 3,107 0.1 （ 2,533）
寄 付 金 1,755 0.0 （ 1,175）
繰 入 金 7,924 0.2 （ 16,058）
繰 越 金 232,287 6.6 （ 221,295）
諸 収 入 53,533 1.5 （ 54,171）
町 債 423,753 12.1 （ 134,417）

計  3,514,721 （3,128,412）

項     目 金 額 構成比
議 会 費 61,022 1.9 （ 56,874）
総 務 費 837,088 26.3 （ 643,879）
民 生 費 617,708 19.4 （ 613,838）
衛 生 費 310,159 9.7 （ 317,599）
労 働 費 2,874 0.1 （ 6,116）
農 林 水 産 業 費 250,941 7.9 （ 211,270）
商 工 費 28,364 0.9 （ 28,094）
土 木 費 350,286 11.0 （ 296,083）
消 防 費 149,274 4.7 （ 151,607）
教 育 費 244,376 7.7 （ 241,639）
災 害 復 旧 費 852 0.0 （ 0）
公 債 費 331,898 10.4 （ 329,127）
諸 支 出 金 0 0.0 （ 0）
予 備 費 0 0.0 （ 0）

計 3,184,842 （2,896,126）

項目別決算額
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地域振興施設整備基金 70,041 （ 50,001）

財 政 調 整 基 金 1,771,349 （1,498,855）

減 債 基 金 169,088 （ 129,027）

地 域 福 祉 基 金 70,042 （ 60,000）

国 保 財 政 調 整 基 金 20,001 （ 20,001）

ふるさと保全対策基金 5,000 （ 5,000）

まちづくり人材育成基金 3,918 （ 3,617）

八郎潟町がんばれふるさと基金 1,621 （ 2,104）

介護従事者処遇改善臨時特例基金 0 （ 0）

介 護 給 付 費 準 備 基 金 22,243 （ 22,522）

　 小 　 　 　 　 　 計 　 2,133,303 （1,791,127）

奨 学 基 金 9,607 （ 14,624）

歳　入 歳　出 差引残高

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 846,028 707,512 138,516

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 65,657 65,344 313

公 共 下 水 道 特 別 会 計 356,777 350,689 6,088

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 43,719 41,480 2,239

介 護 保 険 特 別 会 計 　 　 　

　 　 　 介 護 保 険 事 業 勘 定 804,575 772,327 32,248

介 護 保 険 サ ー ビ ス 事 業 勘 定 2,663 2,547 116

合 計 2,119,419 1,939,899 179,520

25年度 24年度 比　較

経 常 収 支 比 率 83.1 82.3 0.8

実 質 収 支 比 率 10.4 11.0 -0.6

公 債 費 比 率 8.3 8.0 0.3

実 質 公 債 費 比 率 11.1 12.1 -1.0

※財政のゆとりを見る指標。75％を上回らないことが望ましい。

※純粋な収支を見るための指標。３～５％が望ましい。

※ 公債費と一般財源の関係を見る指標。10％を超えないことが望ましい。

※ 収入に対する地方債返済の割合を見る指標。18％以上になると県の許可が必要。

　 項 　 　 　 　 目 　

実 質 赤 字 比 率 0.0

連 結 実 質 赤 字 比 率 0.0

実 質 公 債 費 比 率 11.1

将 来 負 担 比 率 17.6

※早期健全化基準の15パーセントを下回っている。

※早期健全化基準の20パーセントを下回っている。

※早期健全化基準の25パーセントを下回っている。

※早期健全化基準の350パーセントを下回っている。

主な財政指標

◆地方債残高　　　　　単位：千円（　）内は24年度

◆基金残高　　　　 　　単位：千円（　）内は24年度

◆各特別会計の決算　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

◆財政の分析　　　　　　　　　　　単位：％

◆一般会計財政健全化審査意見　　　単位：％

※年度末現金保有高

◆町税徴収実績（現年度分）単位：千円（　）内は24年度

地 方 債 3,335,936 （3,208,443）
項 目 金 額 徴収率

町 民 税 204,995 98.4（202,703）

固定資産税 233,834 97.6（233,944）

軽自動車税 13,762 99.0（ 13,386）

た ば こ 税 45,180 100.0（ 39,941）

計 497,771 98.2（489,974）
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
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議員

議員報酬の日当制について

加藤千代美

が
急
迫
し
て
い
る
の
か
、
今

後
も
過
疎
債
を
使
用
し
て
給

食
の
無
料
化
を
図
っ
て
い
く

の
か
お
伺
い
致
し
ま
す
。

町
長
　

今
年
度
の
過
疎
対
策

事
業
は
、
ハ
ー
ド
分
と
ソ
フ

ト
分
に
分
か
れ
る
が
、
ハ
ー

ド
分
に
つ
い
て
は
、
町
単
独

事
業
で
取
り
組
ん
で
い
る
、

新
規
事
業
で
財
政
的
に
大
き

な
負
担
を
要
す
る
事
業
を
中

心
に
取
り
あ
げ
、
ソ
フ
ト
分

に
つ
い
て
は
、
町
村
ご
と
に

発
行
限
度
額
が
あ
り
、
本
町

の
発
行
限
度
額
は
、
約
三
千

六
百
万
円
で
あ
り
ま
す
が
、

学
校
給
食
助
成
事
業
を
中
心

に
取
り
あ
げ
、
来
年
以
降
も

助
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
し
か
も
、
今
般
配
布
さ
れ

た
資
料
を
見
る
と
町
民
の
所

得
を
上
げ
る
振
興
策
が
見
え

な
い
、
だ
い
た
い
が
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
か
、
前
に
議
会
で

議
決
し
た
モ
ノ
に
対
す
る
予

算
（
起
債
額
）
の
振
り
替
え

の
よ
う
な
感
じ
が
い
た
し
ま

す
。

　
今
町
民
が
、
行
政
や
議
会

に
期
待
致
し
て
い
る
の
は
、

町
の
限
り
あ
る
予
算
を
有
効

に
活
用
し
町
民
が
豊
か
に
な

る
政
策
を
施
し
て
く
れ
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
中
に
過
疎
に
指
摘
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
生
ま
れ
た

過
疎
債
の
有
効
活
用
が
、
あ

る
と
思
う
が
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

　
こ
の
法
律
の
第
３
条

第
３
項
に
教
育
の
振

興
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
の
生
活
の
安
定
と

福
祉
の
向
上
を
図
る
こ

と
、
と
あ
る
が
こ
の
場

合
の
教
育
の
振
興
を
当

局
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、

配
布
さ
れ
た
資
料
を
見

る
と
給
食
費
に
過
疎
債

が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

過
疎
債
を
使
用
し
な
け

れ
ば
給
食
に
援
助
出
来

な
い
く
ら
い
町
の
予
算

問
　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法
の
第
一
条
に
は
、

人
口
の
著
し
い
減
少
に
と
も

な
っ
て
地
域
社
会
に
お
け
る

活
力
が
低
下
し
、
生
産
機
能

及
び
生
活
環
境
の
整
備
等
が

他
の
地
域
に
比
較
し
て
低
位

に
あ
る
地
域
に
つ
い
て
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
対
策
を

実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
特

別
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
地
域
自
立
促

進
を
図
り
、
も
っ
て
住
民
福

祉
の
向
上
、
雇
用
の
増
大
、

地
域
格
差
の
是
正
及
び
美
し

く
風
格
あ
る
国
土
の
形
成
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

　
こ
の
法
律
を
読
む
と
い
か

に
自
立
を
図
る
か
と
言
う
こ

と
が
、
書
か
れ
て
い
て
自
立

を
図
る
た
め
の
政
策
に
は
手

を
貸
し
ま
す
よ
と
解
釈
致
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
先
日
の
全
員
協

議
会
で
渡
さ
れ
た
資
料
を
よ

く
見
る
と
従
来
か
ら
話
さ
れ

て
い
る
内
容
を
羅
列
し
て
い

る
だ
け
で
先
が
見
え
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
感

じ
が
い
た
し
ま
す
。

問
　

我
々
自
治
体
は
、
現
在

の
よ
う
に
沢
山
の
問
題
が
発

生
し
た
と
き
に
は
、
議
会
の

最
も
基
本
で
あ
る
学
生
時
代

に
学
ん
だ
「
広
く
会
議
を
起

こ
し
万
機
公
論
に
徹
す
べ

し
」
と
い
う
議
論
の
機
会
を

数
多
く
持
っ
て
、
こ
と
に
当

た
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
当
町
の
議
会
で
は
、

今
か
ら
何
年
か
前
に
福
島
県

の
矢
祭
町
よ
り
意
見
を
聞
い

た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
矢
祭

町
で
は
、
様
々
な
問
題
を
取

り
上
げ
議
論
を
深
め
、
か
か

る
事
案
の
早
期
解
決
を
見
る

た
め
に
通
年
議
会
を
開
催
し
、

議
員
報
酬
も
日
当
制
に
し
て

い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
私
も
こ
の
よ
う
に
変
化
の

早
い
時
代
に
は
、
通
年
議
会

を
開
催
す
る
と
同
時
に
、
議

会
議
員
の
数
も
多
く
し
沢
山

の
議
員
か
ら
色
々
な
意
見
を

出
し
て
い
た
だ
い
て
議
論
を

深
め
る
こ
と
が
町
の
発
展
に

繋
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
議
員
報
酬
も
日
当
制
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
議
員
活
動

が
町
民
の
前
に
赤
裸
々
に
写

る
こ
と
か
ら
、
ど
こ
か
の
議

員
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
の
前
で

泣
い
た
り
、
偽
り
の
証
言
を

す
る
と
い
う
状
況
も
生
ま
れ

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
議
員
報
酬
を
決
め
る
に
あ

た
っ
て
は
当
町
で
勤
務
す
る

商
店
街
、
公
的
機
関
、
団

体
等
の
日
当
等
を
勘
案
し
て
、

そ
れ
こ
そ
第
三
者
機
関
等
を

設
置
し
て
決
定
し
て
い
た
だ

く
等
を
考
え
て
は
、
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

町
長
　

日
額
制
は
、
全
国
で

は
、
福
島
県
の
矢
祭
町
で
日

額
三
万
円
で
実
施
さ
れ
て
い

る
。
本
町
で
は
、
議
員
の
活

発
な
議
会
活
動
を
支
え
る
た

め
、
若
い
人
達
が
、
政
治
に

参
加
す
る
た
め
に
は
、
最
低

で
も
現
在
の
報
酬
が
妥
当
と

考
え
て
い
る
。

　
尚
、
議
会
基
本
条
例
で
は
、

議
員
定
数
、
議
員
報
酬
の
改

正
案
は
、
議
員
が
提
案
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

過
疎
債
の
活
用
に

つ
い
て

学校給食



一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
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議員

ふるさと納税について

す
る
よ
う
呼
び
掛
け
ま
す
し
、

ま
た
今
後
は
周
辺
住
民
へ
の

説
明
会
も
計
画
的
に
開
催
す

る
な
ど
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　
中
長
期
的
な
計
画
に
つ
い

て
は
、
県
で
は
上
流
か
ら
く

る
外
水
に
つ
い
て
の
対
策
に

主
眼
を
お
い
て
い
る
た
め
内

水
に
つ
い
て
は
各
自
治
体
で

対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
周
辺
住
民
の
情
報
や
パ

ト
ロ
ー
ル
等
で
堤
防
の
安

全
・
保
全
に
努
め
て
い
く
考

え
の
よ
う
で
す
。
今
後
、
町

と
し
て
も
被
害
低
減
に
努
め

る
ほ
か
馬
場
目
川
の
浚
渫
等

河
川
管
理
す
る
秋
田
県
に
引

き
続
き
お
願
い
し
て
ま
い
り

ま
す
。

町
長
　

（
１
）
防
災
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
秋
田
県

地
域
防
災
計
画
と
の
整
合
性

を
図
る
た
め
、
県
の
助
言
を

受
け
来
年
３
月
定
例
議
会
へ

そ
の
内
容
を
示
す
べ
く
進
め

て
お
り
ま
す
。
周
知
徹
底
に

つ
い
て
は
、
土
砂
災
害
後
県

と
合
同
で
土
砂
災
害
危
険
箇

所
の
住
民
周
知
説
明
会
を
開

催
し
て
お
り
、
平
成
26
年
度

中
に
は
住
民
へ
の
呼
び
掛
け

と
し
て
看
板
を
３
地
区
に
設

置
し
て
今
後
も
住
民
へ
の
周

知
説
明
会
を
計
画
的
に
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
独
自
の
調
査

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
今

後
は
周
辺
地
域
住
民
を
含
め

土
砂
災
害
の
認
識
を
高
め
る

必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

（
２
）
県
は
津
波

へ
の
耐
震
調
査
は

行
っ
て
お
り
ま
す

が
洪
水
へ
の
調
査

は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
周
知
に
つ

い
て
は
、
県
や
各

種
情
報
等
を
総
合

的
に
判
断
し
て
避

難
勧
告
を
決
定
し

て
防
災
行
政
無
線

や
町
広
報
車
等
で

周
辺
住
民
に
避
難

あ
ろ
う
こ
と
を
想
定
し
て
、

そ
の
対
策
に
つ
い
て
は
迅
速

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
が
町
当
局
の
対
応
は

ど
う
か
。

（
１
）
土
砂
災
害
に
つ
い
て

① 

本
町
の
防
災
計
画
の
見
直

し
作
業
の
進
捗
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

② 

三
倉
鼻
・
真
坂
・
浦
大
町

地
区
住
民
と
は
ど
の
よ
う

な
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
る

の
か
。

③ 

本
町
の
「
土
砂
災
害
警
戒

地
域
」
以
外
で
も
危
険
な

箇
所
が
無
い
の
か
、
町
独

自
の
調
査
は
行
っ
て
い
る

の
か
。

（
２
）
馬
場
目
川
の
洪
水
災

害
に
つ
い
て

① 

県
に
よ
る
、
馬
場
目
川
堤

防
の
強
度
・
亀
裂
・
土
砂

崩
れ
等
の
調
査
を
行
っ
て

い
る
の
か
。
そ
の
結
果
は

ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。

② 

馬
場
目
川
周
辺
住
民
と
の

連
携
や
周
知
徹
底
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

③ 

堤
防
周
辺
用
排
水
路
で
の

洪
水
に
対
す
る
中
長
期
的

な
対
策
は
。

④ 

巡
回
等
で
常
に
現
場
の
状

況
を
把
握
し
、県
と
の
連
携

を
密
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

も
長
い
目
で
み
れ
ば
町
を
支

え
る
大
き
な
力
に
な
る
と
考

え
ま
す
。

　
本
町
と
し
て
も
、
各
自
治

体
の
取
り
組
み
例
を
参
考
に

し
て
寄
付
増
に
繋
が
る
方
法

の
再
検
討
を
考
え
て
は
ど
う

か
。

町
長
　

現
在
の
と
こ
ろ
は
町

広
報
を
１
年
間
無
料
で
お
送

り
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成

27
年
度
か
ら
は
何
ら
か
の
贈

答
品
サ
ー
ビ
ス
を
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
マ
ガ
モ
・
佃
煮
・
環
境
保

全
米
や
町
菓
子
組
合
の
商
品

等
い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
み
ま

す
。

問
　
昨
年
・
今
年
と
本
町
浦

大
町
地
区
で
は
土
砂
崩
れ
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
は
、
ス
ー
パ
ー
台

風
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
い
う
呼

び
名
で
全
国
各
地
で
人
命
に

関
わ
る
よ
う
な
想
定
外
の
土

砂
災
害
や
洪
水
災
害
を
発
生

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
他
人
事
で
は
な
く

本
町
周
辺
で
も
発
生
す
る
で

問
　
政
府
は
２
０
１
５
年
度

か
ら
地
方
重
視
の
姿
勢
を
強

調
す
る
狙
い
で
「
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
」
を
拡
充
す
る
方

針
の
よ
う
で
す
し
、
ま
た
各

自
治
体
の
中
で
は
い
ろ
ん
な

贈
答
品
サ
ー
ビ
ス
で
寄
付
額

を
伸
ば
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活

用
し
た
よ
り
前
向
き
な
取
り

組
み
で
寄
付
と
善
意
を
後
押

し
す
る
工
夫
が
あ
っ
て
も
よ

い
と
考
え
ま
す
。

　
本
町
の
贈
答
品
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
産
業
振
興
の
観
点

か
ら
マ
ガ
モ
・
佃
煮
・
八
郎

潟
町
環
境
保
全
米
等
や
地
元

商
工
会
々
員
の
取
り
扱
い
商

品
も
考
え
て
は
ど
う
か
と
思

い
ま
す
し
、
ま
た
駅
前
に
で

き
る
予
定
の
図
書
館
へ
の

「
ふ
る
さ
と
納
税
文
庫
」
を

開
設
し
て
寄
付
を
募
る
の
は

ど
う
か
。

　
「
駅
前
ふ
れ
あ
い
」
の
よ

う
な
大
事
業
も
必
要
で
あ
る

し
、
一
方
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
の
よ
う
な
地
道
な
事
業

柳田　裕平

ス
ー
パ
ー
台
風
・

ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策

に
つ
い
て

馬場目川



一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

八郎潟町議会だより第121号 （ 6 ）平成26年10月１日

議員

消滅自治体の意図するもの

近藤美喜雄

理
場
の
排
水
の
高
度
処
理
化
、

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
な
ど

が
実
施
さ
れ
た
が
、
気
候
の

変
動
に
も
よ
る
が
水
質
が
大

き
く
改
善
さ
れ
た
と
は
言
え

な
い
。

　
第
二
期
計
画
で
は
更
な
る

目
標
を
定
め
、
確
実
な
水
質

の
改
善
を
目
標
と
し
、
新
規

事
業
と
し
て
は
、
シ
ジ
ミ
貝

に
よ
る
水
質
浄
化
試
験
や
リ

ン
回
収
事
業
な
ど
を
実
施
す

る
方
向
。
計
画
の
進
行
に
は
、

出
来
る
だ
け
協
力
し
て
い
く
。

改
善
計
画
の
最
終
目
標
年
は

38
年
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
い
た
だ
い
て
粘
り
強
く

努
力
し
て
い
く
。

町
長
　

各
課
の
目
新
し
い
情

報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
す

る
よ
う
努
力
す
る
。
ま
た
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
設
し
、

現
在
試
験
運
用
し
て
い
る
。

来
年
１
月
か
ら
本
格
運
用
し
、

町
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
提
供
す
る
計
画
で
あ
る
。

問
　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
成
法
案
」
の
骨
子
が
判

明
し
た
。
県
は
当
然
総
合
戦

略
を
た
て
る
が
、
市
町
村
は

任
意
で
作
成
す
る
こ
と
に
な

る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

バ
ラ
ま
き
を
や
め
、
意
欲
の

あ
る
自
治
体
を
支
援
す
る
と

し
て
い
る
。
本
町
で
は
進
ん

で
戦
略
の
策
定
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。
（
要
望
）

問
　
湖
沼
法
に
基
づ
く
第
一

期
計
画
の
成
果
と
第
二
期
計

画
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
町

と
し
て
詳
細
に
町
民
に
報
告

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

い
か
が
か
。

町
長
　

第
一
期
計
画
で
は
、

農
地
か
ら
の
濁
水
対
策
、
下

水
道
の
整
備
、
農
業
集
排
処

整
備
に
努
力
し
、
定
住
移
住

対
策
、
若
者
の
グ
ル
ー
プ
活

動
な
ど
を
積
極
的
に
支
援
す

る
。
駅
前
の
多
目
的
交
流
施

設
を
活
用
し
、
町
の
情
報
発

信
と
交
流
人
口
の
拡
大
に
も

努
力
し
た
い
。

問
　
町
の
新
た
な
施
策
に
つ

い
て
は
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
に
力
を

入
れ
て
欲
し
い
。

の
農
業
水
利
保
全
合
理
化

事
業
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
農
地
の
集
積
事

業
と
テ
コ
入
れ
し
、
生
産
性

の
向
上
と
足
腰
の
強
い
農
業

づ
く
り
を
す
す
め
る
。

問
　
将
来
的
に
地
域
を
元
気

に
す
る
施
策
は
あ
る
か
。

町
長
　

雇
用
の
場
の
確
保
な

ど
若
者
の
定
住
で
き
る
条
件

　
本
県
の
場
合
、
大
潟
村
を

除
く
全
市
町
村
が
消
滅
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。

　
し
か
し
、
農
村
社
会
を
守

り
、
地
方
が
元
気
で
な
け
れ

ば
、
地
方
が
廃
れ
、
国
も
廃

れ
る
。

問
　
本
町
も
消
滅
の
可
能
性

が
あ
る
と
言
わ
れ
町
長
の
感

想
は
。
今
後
町
を
ど
の
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　

国
と
県
の
対
策
チ
ー

ム
の
取
組
み
と
合
わ
せ
、
町

で
も
独
自
の
対
策
が
必
要
だ
。

今
後
も
雇
用
対
策
、
Ａ
タ
ー

ン
の
促
進
、
結
婚
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
、
教
育
や
少
子

化
対
策
に
重
点
的
に
取
り
組

む
。

問
　
農
村
維
持
に
何
が
必
要

か
、
町
が
手
助
け
で
き
る
も

の
は
。

町
長
　

来
年
度
以
降
に
高
岡

地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
、
戸

村
土
地
改
良
区
の
頭
首
工
整

備
事
業
、
八
郎
潟
土
改
地
区

八
郎
湖
水
質
改
善

第
一
期
計
画
の
成

果
は

八郎湖
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や
選
書
ま
で
、
効
率
的
な
図

書
館
運
営
が
可
能
に
な
り
、

従
来
の
館
内
型
サ
ー
ビ
ス
に

加
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
モ

バ
イ
ル
端
末
か
ら
資
料
の
検

索
、
予
約
や
貸
出
状
況
の
確

認
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
新
刊
案
内
な
ど
図
書

館
か
ら
の
情
報
提
供
も
可
能

に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
Ａ
Ｖ
資
料
に
つ
い

て
は
、
備
え
付
け
る
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
図
書
館
を
含
め
た
施
設
全

体
の
利
用
者
数
の
目
標
数
値

を
５
万
人
に
し
て
お
り
ま
す
。

施
設
全
体
で
の
イ
ベ
ン
ト
等

を
企
画
・
開
催
し
な
が
ら
，

町
民
の
皆
様
は
じ
め
，
多
く

の
方
々
か
ら
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
な
施
設
運
営
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

い
本
の
ジ
ャ
ン
ル
や
タ
イ
ト

ル
、
あ
る
い
は
目
的
を
入
力

す
る
と
短
時
間
で
検
索
で
き

る
シ
ス
テ
ム
が
ほ
と
ん
ど
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト

で
つ
な
ぐ
と
自
宅
で
も
検
索

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
３
月
福
島
県
矢
祭
町

図
書
館
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。

お
話
会
や
手
作
り
絵
本
コ
ン

ク
ー
ル
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
へ
の
関
心
を
高
め
る

工
夫
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
蔵
書
数
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
開
館
体
制
や
各
種
サ
ー

ビ
ス
体
制
が
あ
っ
て
魅
力
あ

る
図
書
館
に
な
り
ま
す
。
施

設
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長
　

新
図
書
館
の
休
館

日
は
、
年
末
年
始
、
ほ
か
に

曜
日
は
ま
だ
決
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
週
１
日
と
蔵
書

整
理
期
間
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
開
館
時
間
は
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
８
時
ま

で
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
し
い
時
代
の
利
用
者
サ

ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め
、

図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
導
入
い

た
し
ま
す
。
こ
の
図
書
館
シ

ス
テ
ム
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
業

務
か
ら
蔵
書
管
理
、
予
約
・

督
促
連
絡
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

き
屋
バ
ン
ク
の
開
設
、
移
住

奨
励
金
制
度
、
医
療
費
助
成

の
拡
充
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
子
育
て
世
代
の
定
住

を
促
す
た
め
の
施
策
と
し
て
、

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

問
　
町
民
の
大
き
な
期
待
を

背
負
っ
て
、
過
日
新
図
書
館

を
含
ん
だ
複
合
施
設
が
起
工

さ
れ
ま
し
た
。
新
図
書
館
の

年
間
利
用
者
数
は
５
万
人
を

想
定
し
て
い
る
と
の
事
で
す
。

　
開
館
日
を
ど
う
す
る
か
。

市
町
村
公
立
図
書
館
は
さ
ま

ざ
ま
で
週
６
日
の
開
館
や
勤

務
時
間
内
の
開
館
が
多
い
で

す
が
、
月
１
回
の
休
み
以
外

は
開
館
し
て
い
た
り
、
午
後

６
時
や
午
後
７
時
ま
で
開
館

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。

　
私
は
職
員
の
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
を
う
ま
く
や
っ
て
い
け

ば
、
休
ま
な
い
図
書
館
と
し

て
や
っ
て
い
け
る
の
で
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
開
館

時
間
も
少
な
く
と
も
午
後
６

時
ま
で
は
や
っ
て
も
ら
い
た

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
検
索
シ
ス
テ
ム
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
い
ま
は
読
み
た

を
構
え
る
か
。
若
い
人
に
は

将
来
設
計
を
描
く
人
生
の
大

き
な
決
断
で
す
。
私
が
提
案

す
る
の
は
、
町
外
に
居
住
し

て
い
た
方
が
八
郎
潟
町
に
土

地
を
求
め
て
移
り
住
む
た
め

町
内
に
住
宅
を
建
築
し
た
場

合
に
、
例
え
ば
奨
励
金
を
出

す
、
さ
ら
に
固
定
資
産
税
相

当
額
、
あ
る
い
は
数
倍
額
を

何
年
か
助
成
す
る
、
さ
ら
に

小
学
生
の
子
ど
も
さ
ん
が
い

る
場
合
は
交
付
額
を
加
算
す

る
、
さ
ら
に
は
町
内
建
築
業

者
を
使
っ
た
場
合
は
優
遇
策

を
設
け
る
な
ど
で
す
。

　
若
者
が
定
住
す
れ
ば
子
供

が
増
え
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま

す
。

町
長
　

生
産
年
齢
人
口
の
減

少
は
税
収
の
減
少
や
地
域
経

済
の
消
費
の
減
退
、
高
齢
化

に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
大

や
支
援
策
な
ど
様
々
な
課
題

を
抱
え
ま
す
。

　
本
町
の
人
口
減
少
対
策
の

ひ
と
つ
で
あ
る
、
子
育
て
支

援
策
に
つ
い
て
は
、
学
校
給

食
の
助
成
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
、
学
童
保
育

事
業
、
医
療
費
や
検
診
料
、

保
育
料
の
助
成
な
ど
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
施
策
と
し
て
検
討

す
べ
き
課
題
と
し
て
は
、
空

問
　
過
日
、
北
海
道
新
得
町

に
研
修
に
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
山
村
留
学
と
か
新
得

町
へ
の
移
住
情
報
な
ど
き
め

細
か
に
展
開
し
て
い
る
こ
と

で
し
た
。

　
中
で
も
「
子
育
て
及
び
定

住
支
援
制
度
」
は
町
分
譲
地

に
住
宅
を
建
築
し
た
者
に

助
成
金
の
支
給
が
あ
り
ま
す
。

小
学
生
以
上
の
子
ど
も
が
一

人
の
場
合
は
50
万
円
、
二
人

以
上
の
場
合
は
１
０
０
万
円

で
す
。
ま
た
「
持
家
等
住
宅

建
築
促
進
制
度
」
は
町
内
に

住
宅
を
建
築
し
た
場
合
お
祝

い
金
50
万
円
と
固
定
資
産
税

相
当
分
を
３
年
間
助
成
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　
秋
田
市
あ
た
り
の
ア
パ
ー

ト
で
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
月
６
万
円

は
し
ま
す
。
１
・
６
パ
ー
セ

ン
ト
の
住
宅
ロ
ー
ン
で
２
，０

０
０
万
円
を
25
年
返
済
す
る

と
月
々
８
万
円
で
す
。
土
地

が
安
け
れ
ば
２
，０
０
０
万
円

で
60
坪
の
宅
地
に
40
坪
の
住

宅
が
建
て
ら
れ
ま
す
。
ど
こ

に
土
地
を
求
め
て
ど
こ
に
居

若者定住策が必要と思う

石井　清人

新
図
書
館
に
期
待

す
る

図書館
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「小中一貫教育学校」の導入に対する　　
考えと、一貫教育を導入出来ない大きな問題を示せ

金　　一義

問
　
政
府
は
来
年
度
か
ら
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
控
除

額
の
上
限
引
き
上
げ
、
確
定

申
告
の
省
略
、
税
控
除
の
上

限
を
２
倍
に
し
、
地
方
活
性

化
策
の
柱
に
位
置
づ
け
る
方

針
で
。
ま
た
最
近
各
自
治
体

で
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
、
寄
付
し
た
人
に

特
産
品
を
贈
る
自
治
体
が
増

え
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
こ

の
よ
う
な
考
え
は
。

町
長
　

今
年
度
寄
付
し
た
人

は
、
７
名
で
総
額
４
７
５
，０

０
０
円
で
す
。
そ
の
う
ち
の

大
口
寄
付
者
は
１
名
で
３
０

０
，０
０
０
円
で
す
。
５
０
，

０
０
０
円
３
名
１
０
，０
０
０

円
２
名
５
，０
０
０
円
１
名
で

す
。
そ
の
う
ち
３
名
が
指
定

寄
付
者
。
本
町
で
も
、
少
な

い
税
収
を
補
う
た
め
に
も
貴

重
な
寄
付
者
に
対
し
て
今
後
、

特
産
品
の
品
目
等
何
が
で
き

る
か
、
こ
れ
か
ら
勉
強
し
て

い
き
た
い
。
特
に
、
マ
ガ
モ

セ
ッ
ト
等
期
間
限
定
で
も
出

来
る
か
検
討
し
て
み
ま
す
。

取
り
組
み
は
。

　
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
目

的
で
も
、
課
題
と
目
標
を
明

確
に
。

イ
）
中
一
以
前
の
小
５
の
段

差
を
ど
う
克
服
す
る
か
。

ロ
）
配
慮
の
必
要
な
子
供
に

ど
う
対
応
す
る
か
。

教
育
長
　

最
近
は
生
徒
指
導

を
含
め
て
先
生
方
の
対
応
が

素
早
く
、
今
は
以
前
の
よ
う

に
不
安
な
声
を
聞
く
こ
と
が

な
い
。
本
町
で
は
、
そ
ん
な

に
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
話
が
あ

り
ま
せ
ん
。

（
５
）
委
員
会
に
お
け
る
先

進
地
視
察
で
、
青
森
県
三
戸

町
の
一
貫
教
育
導
入
校
を

視
察
し
て
お
る
よ
う
で
す
が
、

そ
の
感
想
は
。

教
育
長
　

三
戸
町
も
、
前
に

視
察
し
た
宮
城
県
登
米
市
豊

里
一
貫
教
育
校
も
転
入
、
転

出
の
な
い
に
等
し
い
地
域
だ

か
ら
導
入
出
来
た
と
お
も
い

ま
す
。

（
６
）
校
舎
整
備
に
つ
い
て

の
計
画
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

財
源
等
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

教
育
長
　

今
後
の
立
ち
上
げ

る
一
体
型
の
小
中
学
校
の
財

源
に
つ
い
て
は
煮
詰
ま
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
財
源

の
見
通
し
と
、
基
本
設
計
と

合
わ
せ
進
め
て
い
き
た
い
。

乗
り
入
れ
授
業
を
高
学
年
で

実
施
し
て
お
り
中
一
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
に
努
め
て
い
る
。

（
３
）
一
貫
教
育
校
の
メ
リ

ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か

お
示
し
下
さ
い
。

教
育
長
　

メ
リ
ッ
ト
は
、
義

務
教
育
の
９
年
間
を
連
続
し

て
行
う
小
中
一
貫
教
育
導
入

に
よ
り
中
学
校
進
学
時
の
不

安
や
心
理
的
段
差
を
緩
や
か

に
す
る
こ
と
で
中
一
ギ
ャ
ッ

プ
が
解
消
で
き
る
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
転
入
、

転
学
に
よ
る
対
応
な
ど
児
童

生
徒
や
教
職
員
の
不
安
や
負

担
が
多
い
こ
と
、
立
ち
上
げ

準
備
期
間
や
人
件
費
の
負
担

が
見
込
ま
れ
る
。

（
４
）
現
在
本
町
に
お
け
る
、

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
へ
の

町
の
導
入
出
来
な
い
大
き
な

問
題
を
示
せ
。

教
育
長
　

現
時
点
で
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
再
編
成
す
る
ほ
ど

必
要
な
特
定
教
科
が
み
あ
た

ら
な
い
。

　
転
入
、
転
学
児
童
生
徒
に

対
し
必
修
教
科
の
履
修
、
不

履
修
の
対
応
が
あ
る
。

　
小
学
校
教
員
が
専
科
で
特

定
教
科
担
任
に
な
っ
た
場
合

数
年
後
他
校
へ
異
動
し
た
場

合
の
負
担
が
非
常
に
大
き
い

も
の
が
あ
る
。
一
貫
教
育
校

設
立
に
か
か
る
指
導
主
事
等

の
人
的
配
置
の
財
源
が
必
要

で
あ
る
。

（
２
）
「
一
貫
教
育
」
の
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
小
中
併

設
校
の
開
設
と
示
し
て
お
り

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
形
態

を
言
う
の
か
お
伺

い
し
ま
す
。

教
育
長
　

本
町
で

も
、
連
携
教
育
を

実
施
し
て
お
り
施

設
隣
接
型
の
条
件

を
活
か
し
た
取
り

組
み
を
し
て
お
り

ま
す
。
推
進
計
画

を
作
成
し
計
画
に

基
づ
い
て
特
に
学

び
部
会
で
は
中
学

校
教
員
に
よ
る
専

門
性
を
生
か
し
た

問
　
本
町
で
は
、
教
育
長
の

話
と
し
て
「
一
貫
教
育
の
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
小
中
併

設
校
」
を
進
め
る
と
あ
り
ま

す
。
こ
の
教
育
長
の
採
用
し

よ
う
と
し
て
い
る
教
育
制
度

に
は
疑
念
を
持
ち
ま
す
。
い

ま
町
で
は
定
住
人
口
の
問
題

等
、
そ
の
策
を
ど
う
す
る
か

検
討
中
と
い
ろ
ん
な
場
面
で

答
弁
し
て
お
り
ま
す
。

　
い
ま
こ
そ
、
教
育
で
町
お

こ
し
を
考
え
る
べ
き
と
考
え

ま
す
。

（
１
）
本
町
に
お
い
て
「
一

貫
教
育
学
校
」
の
導
入
を
出

来
な
い
大
き
な
問
題
を
示
せ
。

　
井
川
町
で
は
、
４
年
後
に

「
一
貫
教
育
学
校
」
の
導
入

を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
今
後
20
人

か
ら
30
人
台
と
各
学
年
が
推

計
さ
れ
、
か
つ
一
小
学
校
一

中
学
校
の
実
態
を
踏
ま
え
、

学
力
維
持
向
上
の
た
め
導
入

す
る
と
あ
り
ま
す
。
本
町
に

お
い
て
も
一
小
学
校
一
中
学

校
で
今
後
の
生
徒
数
に
お
い

て
も
、
大
差
が
な
い
し
、
本

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

金
を
、
ま
ち
の
経
済

と
活
性
化
に
活
用
と

取
り
組
み
の
考
え
は

八郎潟中学校



一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

（ 9 ） 八郎潟町議会だより第121号 平成26年10月１日

議員

人口減対策と小さな拠点づくりについて

の
意
識
が
形
成
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
で
き
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
の
団
体
に
と
っ
て
も
寄
付

者
に
と
っ
て
も
、
新
し
い
社

会
参
加
の
仕
組
み
と
し
て
注

目
し
て
い
る
。
「
町
民
と
行

政
が
手
を
携
え
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
い
く
た
め

の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
提

案
す
る
が
町
当
局
の
お
考
え

を
。

町
長
　

自
主
財
源
が
少
な
く

歳
入
の
根
幹
の
一
つ
で
あ
る

町
税
か
ら
１
％
を
支
援
制
度

に
向
け
る
こ
と
の
是
非
に
つ

い
て
、
全
国
の
自
治
体
の
動

向
を
見
極
め
な
が
ら
判
断
し

た
い
と
考
え
る
。

問
　
一
年
前
に
「
百
人
委
員

会
の
設
置
を
」
と
題
し
て
一

般
質
問
を
し
、
考
え
て
い
な

い
と
の
答
弁
だ
っ
た
。
１
％

条
例
も
考
え
方
は
同
様
で
町

民
と
行
政
が
一
体
と
な
る
意

味
が
あ
り
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
出
来
る
事
に
な
る
し
、
策

定
し
て
い
る
自
治
体
は
県
内

で
は
無
し
と
い
う
事
だ
が
。

町
長
　

納
税
意
識
も
高
ま
る

か
も
知
れ
な
い
が
受
け
皿
を

何
処
に
す
る
か
な
ど
、
目
的

が
は
っ
き
り
し
な
く
て
は
取

り
組
め
な
い
の
で
少
し
勉
強

し
た
い
と
思
う
。

問
　
本
町
独
自
の
定
住
促
進

策
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
か
。

町
長
　

ア
パ
ー
ト
が
多
く
、

住
ん
で
い
る
ご
夫
婦
に
定
住

し
て
頂
く
為
の
策
を
検
討
し

て
い
く
。

問
　
「
１
％
条
例
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
市
民
活
動
支
援
税

制
の
こ
と
で
、
納
税
者
が
市

町
村
民
税
の
１
％
を
、
自
ら

指
定
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市

民
公
益
団
体
に
提
供
す
る
制

度
で
あ
る
。
例
え
ば
町
民
税

を
10
万
円
納
め
る
人
な
ら
、

１
％
に
当
た
る
千
円
を
自
分

が
支
援
し
た
い
と
思
う
団
体

に
寄
付
で
き
る
こ
と
に
な

る
。
住
民
は
寄
付
す
る
こ
と

で
社
会
問
題
の
解
決
に
間
接

的
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
、
団
体
に
と
っ
て
は
寄

付
が
受
け
入
れ
や
す
く
な
る

な
ど
、
活
動
が
市
民
か
ら
評

価
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
も

な
る
。
団
体
と
寄
付
者
と
の

間
に
介
在
す
る
こ
と
に
な
る

行
政
に
と
っ
て
は
、
市
民
の

納
税
者
意
識
が
高
ま
り
、
市

民
の
主
体
的
な
地
域
づ
く
り

問
　
国
土
交
通
省
が
人
口
減

少
克
服
に
向
け
た
地
域
活
性

化
策
で
中
心
集
落
へ
施
設
集

落
と
し
た
〈
ふ
る
さ
と
集
落

生
活
圏
〉
を
推
進
し
よ
う
と
、

人
口
数
百
か
ら
数
千
人
の
生

活
圏
を
全
国
5
千
か
所
程
度

つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
が
、
本
町
の
様
な
コ
ン
パ

ク
ト
な
町
に
合
致
し
て
い
る

が
当
局
の
お
考
え
を
。

町
長
　

本
町
は
一
学
区
で
あ

り
、
ふ
る
さ
と
集
落
生
活
圏

が
形
成
で
き
る
の
か
国
も
形

成
推
進
に
関
す
る
調
査
を
実

施
中
で
あ
り
、
情
報
収
集
す

る
必
要
が
あ
る
。

若
年
女
性
人
口
変
化
率
は
２

０
１
０
年
対
比
で
マ
イ
ナ
ス

68
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
う
け
町
と
し
て
の

人
口
減
に
伴
う
長
期
的
ビ
ジ

ョ
ン
が
あ
る
の
か
。

町
長
　

災
害
が
少
な
く
４
キ

ロ
四
方
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
地

理
的
利
点
を
町
内
外
へ
Ｐ
Ｒ

し
雇
用
の
受
け
皿
づ
く
り
、

Ａ
タ
ー
ン
の
促
進
、
新
規
就

労
者
へ
の
支
援
、
結
婚
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
、
子
育

て
・
教
育
の
充
実
、
少
子
化

克
服
に
向
け
た
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

問
　
日
本
創
生
会
議
の
も

と
、
人
口
問
題
検
討
分
科
会

が
発
表
し
た
通
称
「
増
田
リ

ス
ト
」
に
て
独
自
の
将
来
推

計
人
口
を
基
に
こ
の
ま
ま
で

は
８
９
６
の
自
治
体
が
消
滅

可
能
性
都
市
と
な
り
人
口
減

少
予
測
か
ら
導
き
出
さ
れ
た

デ
ー
タ
に
驚
き
を
隠
せ
な
い
。

因
み
に
本
町
は
２
０
４
０
年

に
は
総
人
口
が
３
，７
９
３
名
、

菊地　文人

八
郎
潟
町
独
自
の

「
１
％
条
例
」
を
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湖
東
厚
生
病
院
の
近
い
所
に
、

一
階
は
高
齢
者
夫
婦
、
上
階

は
若
夫
婦
向
け
住
宅
に
。
お

年
寄
り
や
急
に
熱
を
出
す
あ

か
ち
ゃ
ん
も
病
院
が
近
い
と

安
心
で
す
。
過
疎
債
の
対
象

に
な
る
の
で
は
。

町
長
　

本
町
で
現
在
管
理
し

て
い
る
公
営
住
宅
は
５
団
地

１
６
５
戸
。
平
成
25
年
３
月

に
八
郎
潟
町
公
営
住
宅
等
事

業
化
計
画
を
作
成
し
、
建
替

等
に
向
け
た
事
業
計
画
を
作

成
中
で
す
。
質
問
の
住
宅
は
、

中
層
住
宅
を
さ
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
公
営
住
宅
の

立
地
選
定
は
そ
の
地
域
に
ど

の
様
な
住
宅
需
要
が
発
生
し

て
い
る
か
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
。
町
の
将
来
計
画
の
整

合
性
を
と
り
な
が
ら
湖
東
厚

生
病
院
の
近
く
が
公
営
住
宅

の
建
設
用
地
に
適
し
て
い
る

か
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問
　
過
疎
債
の
メ
リ
ッ
ト
を

活
用
し
て
、
私
た
ち
に
示
さ

れ
た
自
立
計
画
の
実
践
促
進

で
、
過
疎
地
域
の
早
期
返
上

を
。
過
疎
債
の
対
象
と
な
っ

た
事
を
知
り
、
耳
を
疑
っ
た

反
面
、
良
か
っ
た
と
い
う
気

持
ち
も
ま
た
生
ま
れ
ま
し
た
。

八
郎
潟
町
に
は
、
国
道
が
あ

り
鉄
道
も
あ
る
。
風
光
明
媚

な
大
潟
橋
か
ら
の
景
色
。
こ

れ
ら
を
ど
う
し
て
活
用
し
な

い
の
か
と
、
言
わ
れ
た
役
場

４
階
で
の
講
演
か
ら
30
年
。

高
速
道
の
イ
ン
タ
ー
を
有
し
、

駅
前
開
発
も
緒
に
つ
き
ま
し

た
。
人
口
減
を
防
ぐ
対
策
と

し
て
、
若
夫
婦
向
け
の
住
宅

が
必
要
と
思
い
ま
す
。
核
家

族
化
し
て
い
る
昨
今
、
若
者

を
町
に
定
住
さ
せ
る
た
め
に
、

休
業
後
の
職
場
に
復
帰
し
た

時
に
、
ど
の
様
な
扱
い
に
直

面
す
る
か
。
経
験
も
し
ま
し

た
。
女
性
に
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
る
だ
け
の
権
利
意
識
が

無
い
と
、
退
職
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
使
い
勝
手
が
い
い
パ

ー
ト
、
派
遣
社
員
と
し
て
の

再
就
職
が
待
っ
て
い
ま
す
。

結
局
将
来
が
不
安
な
た
め
に

結
婚
し
な
い
女
性
も
増
え
て

い
ま
す
。
労
働
条
件
や
環
境

の
整
備
も
必
要
に
な
っ
て
来

ま
す
が
、
結
婚
し
て
も
、
し

な
く
て
も
不
利
益
や
差
別
さ

れ
る
事
の
無
い
社
会
が
、
女

性
が
人
間
と
し
て
輝
く
社
会

だ
と
、
女
性
と
し
て
思
い
ま

す
が
。

問
　
新
内
閣
に
、
こ
れ
ま
で

に
無
い
程
の
女
性
閣
僚
が
誕

生
し
ま
し
た
。
が
、
男
性
社

会
の
中
で
、
末
端
の
女
性
労

働
者
の
現
状
ま
で
知
り
得
る

か
は
、
は
な
は
だ
疑
問
で

す
。
そ
し
て
、
財
界
が
企
業

の
政
治
献
金
を
復
活
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
と
な
る

と
、
ま
た
誰
の
た
め
の
政
治

に
な
る
か
は
明
白
で
す
。
決

し
て
女
性
の
た
め
に
は
、
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
女
性

が
結
婚
・
出
産
を
経
て
育
児

安倍政権の女性が輝く
日本をめざすについて

北嶋　賢子

過
疎
対
策
事
業
債

に
つ
い
て

町
長
　

女
性
が
輝
く
社
会
を

作
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
に
と
っ
て
、
と

て
も
大
切
な
所
で
あ
る
。
女

性
の
能
力
が
、
そ
れ
ぞ
れ
望

む
形
で
社
会
で
発
揮
出
来
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
日
本
は
も

っ
と
豊
か
に
な
る
と
考
え
る
。

子
育
て
を
し
な
が
ら
、
も
っ

と
社
会
で
活
躍
出
来
る
よ
う

な
環
境
整
備
が
必
要
と
考
え

る
。
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、

経
済
的
、
社
会
的
に
利
益
を

享
受
出
来
、
共
に
責
任
を
担

う
べ
き
社
会
が
実
現
出
来
る

様
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に

向
け
そ
の
取
組
み
を
進
め
て

行
き
た
い
と
、
考
え
て
い
る
。
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つ
い
て
の
交
付
申
請
は
あ
っ

た
か
。

　
仮
に
戸
村
土
地
改
良
区
か

ら
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
交

付
金
額
の
按
分
は
ど
う
な
る

の
か
。

答
　
戸
村
土
地
改
良
区
は
、

五
城
目
町
と
の
兼
ね
合
い
も

あ
り
、
申
請
が
な
か
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
事
業
費
の
１
割
分
を
五
城

目
町
と
八
郎
潟
町
に
お
い
て

面
積
割
で
交
付
決
定
す
る
こ

と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

◆ 

平
成
26
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
関
係

問
　
秋
田
県
町
村
電
算
シ
ス

テ
ム
共
同
事
業
組
合
負
担
金
、

３
４
６
万
２
千
円
追
加
の
事

業
内
容
に
つ
い
て
。

答
　
公
金
収
納
サ
ー
ビ
ス
、

コ
ン
ビ
ニ
収
納
サ
ー
ビ
ス
、

プ
リ
ン
ト
Ｂ
Ｐ
Ｏ
サ
ー
ビ
ス

等
で
す
。
公
金
収
納
シ
ス
テ

ム
は
、
公
金
消
込
作
業
を
業

者
へ
委
託
し
、
デ
ー
タ
化
す

る
も
の
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
サ

ー
ビ
ス
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
公

金
を
納
付
で
き
る
よ
う
に
す

る
も
の
、
プ
リ
ン
ト
Ｂ
Ｐ
Ｏ

サ
ー
ビ
ス
は
、
納
付
書
等
の

帳
票
、
裁
断
、
封
入
を
委
託

す
る
も
の
で
す
。

問
　
住
宅
修
繕
料
１
６
２
万

円
の
追
加
に
つ
い
て
。

答
　
昨
年
度
か
ら
シ
ロ
ア
リ

駆
除
が
増
え
て
お
り
、
今
年

度
で
も
５
箇
所
に
つ
い
て
駆

除
を
行
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

問
　
暗
渠
排
水
整
備
及
び
区

画
拡
大
事
業
の
委
託
を
受
け

ら
れ
る
町
内
業
者
は
あ
る
の

か
。

答
　
委
託
を
受
け
て
い
る
町

内
土
木
業
者
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
事
業
主
で
あ
る
個
人
で

委
託
を
受
け
て
い
る

方
は
い
ら
っ
し
ゃ
る

よ
う
で
す
。

問
　
環
境
保
全
型
農

業
は
、
環
境
保
全
米

を
生
産
し
て
い
る
全

て
の
方
が
対
象
で
す

か
。

答
　
無
農
薬
米
を
生

産
し
て
い
る
方
が
該

当
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

問
　
戸
村
土
地
改
良

区
か
ら
突
発
事
故
に

総
務
産
業

常
任
委
員
会

◆ 

平
成
26
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
関
係

問
　
戸
籍
副
本
デ
ー
タ
管
理

シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
託

料
の
副
本
の
管
理
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
地
区
で
管
理
す

る
の
か
。
ま
た
、
所
管
す
る

法
務
局
へ
は
ど
の
よ
う
な
方

法
で
デ
ー
タ
が
送
ら
れ
る
の

か
。

答
　
東
日
本
の
副
本
は
西
日

本
で
、
西
日
本
の
副
本
は
北

海
道
で
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
セ

ン
タ
ー
が
管
理
し
、
法
務
局

は
、
そ
の
管
理
セ
ン
タ
ー
か

ら
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
。

問
　
当
初
予
算
で
計
上
し
た

学
校
給
食
費
助
成
金
に
つ
い

て
、
過
疎
債
を
充
当
し
て
財

源
振
替
を
し
て
い
る
が
、
過

疎
地
域
自
立
特
別
措
置
法
で

は
、
当
局
が
第
12
条
に
該
当

す
る
と
の
見
解
で
あ
っ
た
。

12
条
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業

で
あ
り
、
該
当
し
な
い
の
で

は
な
い
か
。

教
育
民
生

常
任
委
員
会

答
　
第
12
条
の
第
2

項
に
過
疎
地
区
の
市

町
村
が
市
町
村
計
画

に
定
め
る
も
の
に
つ

い
て
、
ソ
フ
ト
事
業

も
対
象
に
な
る
こ
と

か
ら
県
と
も
協
議
し

た
う
え
で
対
象
事
業

と
し
て
い
る
。

問
　
給
食
の
セ
シ
ウ

ム
検
査
に
つ
い
て
は
。

答
　
月
１
回
、
児
童

に
提
供
す
る
前
々
日

の
給
食
食
材
を
県
に

持
参
し
て
検
査
を
し

て
い
る
。
今
ま
で
一
度
も
検

出
さ
れ
て
い
な
い
。
夏
、
冬

の
長
期
休
み
は
行
わ
な
い
の

で
、
年
10
回
ほ
ど
の
実
施
で

あ
る
。

　
学
校
給
食
会
か
ら
の
食
材

は
か
な
り
の
検
査
を
経
て
き

て
い
る
が
、
地
場
産
野
菜
と

フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら
の
食
材
に

つ
い
て
検
査
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

問
　
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

調
査
委
託
料
に
つ
い
て
は
、

町
長
は
提
案
理
由
で
社
会
福

祉
協
議
会
で
も
同
じ
よ
う
な

調
査
を
実
施
す
る
の
で
、
混

乱
し
な
い
よ
う
合
同
で
実
施

す
る
と
言
っ
て
い
る
が
内
容

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

答
　
あ
く
ま
で
も
高
齢
者
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
町
が
実
施
す

る
位
置
づ
け
で
進
め
て
い
る
。

在
宅
福
祉
を
利
用
す
る
に
あ

た
っ
て
、
ど
ん
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
必
要
と
し
て
い
る
の

か
、
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
を
ど

の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
、

実
際
に
携
わ
っ
て
い
る
社
協

に
福
祉
を
担
う
町
が
確
認
し

た
い
。
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◆ 

認
定
第
１
号

　 

平
成
25
年
度
八
郎
潟
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

 

● 

総
務
課
関
係
で
は

　「
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
」
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り
、
「
こ
の

事
業
は
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
で
、
集
会
施
設
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
備
品

の
整
備
、
地
域
文
化
へ
の
支

援
等
に
対
し
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化

を
図
る
目
的
で
助
成
を
行
う

も
の
で
す
。
平
成
25
年
度
は
、

28
区
町
内
会
で
集
会
所
の
備

品
購
入
等
、
路
上
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
実
行
委
員
会
・
日
本
語

支
援
サ
ー
ク
ル
お
む
す
び
は

そ
れ
ぞ
れ
行
う
事
業
に
つ
い

て
町
を
通
し
て
申
請
し
、
採

択
さ
れ
助
成
を
受
け
て
お
り

ま
す
。
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

 

● 

税
務
課
関
係
で
は

　
歳
入
に
つ
い
て
、
「
滞
納

及
び
不
納
欠
損
に
つ
い
て
、

税
務
課
と
し
て
の
今
後
の
対

応
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
、

当
委
員
会
と
し
て
示
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
税
務
課
と
し
て
、
そ
の

辺
の
対
応
に
つ
い
て
述
べ
て 決

算
審
査
報
告

平
成
25
年
度

常
任
委
員
長

　
伊
藤
　
秋
雄

常
任
委
員
長

　
金
　
　
一
義

総 

務 

産 

業

教 

育 

民 

生

い
た
だ
き
た
い
。
」
と
の
意

見
が
あ
り
、
「
従
来
の
臨
戸

徴
収
や
納
税
相
談
の
継
続
、

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
滞

納
処
分
で
あ
る
差
押
を
前
提

と
し
た
調
査
を
行
っ
た
上
で
、

今
後
、
秋
田
県
地
方
税
滞
納

整
理
機
構
へ
の
処
理
依
頼
を

行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
町

単
独
に
お
い
て
調
査
及
び
差

押
を
実
施
で
き
る
体
制
も
必

要
と
感
じ
て
お
り
、
実
行
に

移
す
べ
く
職
員
の
研
修
及
び

学
習
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
に
お
い
て
は
、
秋
田

県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
に

お
い
て
、
週
に
１
度
開
催
さ

れ
て
い
る
機
構
内
の
研
修
へ

の
参
加
も
考
え
て
お
り
ま

す
。
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

 

● 

産
業
課
関
係
で
は

　「
商
工
振
興
費
の
商
工
振

興
事
業
費
助
成
金
２
５
１
万

円
と
あ
る
が
井
川
町
、
五
城

目
町
も
同
じ
な
の
か
。
ま
た

補
助
金
の
算
出
方
法
は
あ
る

の
か
。
」
と
の
質
問
が
あ
り
、

「
算
出
方
法
は
、
商
工
会
の

会
員
数
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
浦
城
跡
周
辺
観

光
案
内
人
育
成
委
託
料
に
つ

い
て
何
人
育
成
し
た
の
か
。

案
内
人
は
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
育
成
な
の
か
。
育
成

の
研
修
は
ど
こ
で
行
い
、
い

つ
ま
で
継
続
す
る
の
か
。
単

年
度
の
事
業
な
の
か
。
今
後

は
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な

る
の
か
。
ま
た
支
援
金
額
に

つ
い
て
は
前
年
度
と
同
程
度

か
。
」
と
の
質
問
が
あ
り
、

「
育
成
人
数
は
４
人
で
す
。

案
内
人
育
成
事
業
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
い
う
よ
り
、
雇

用
対
策
と
し
て
の
意
味
合
い

が
強
い
で
す
。
研
修
に
つ
い

て
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浦
城
の
歴

史
を
伝
え
る
会
で
会
長
及
び

理
事
の
方
が
講
師
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
秋
田
県
観

光
連
盟
関
係
の
研
修
会
等
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
事
業

は
25
年
度
の
み
の
事
業
と
な

っ
て
お
り
、
26
年
度
か
ら
は

町
で
維
持
管
理
事
業
と
し
て

町
単
で
委
託
し
て
い
ま
す
。

委
託
料
は
25
年
度
よ
り
減
少

し
て
い
ま
す
。
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

 

● 

建
設
課
関
係
で
は

　「
除
雪
の
修
繕
料
の
内
訳
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
未

熟
な
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
り

破
損
箇
所
が
増
え
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」
と

の
質
問
が
あ
り
、
「
修
繕
料

は
、
町
の
除
雪
機
械
で
破
損

し
た
道
路
の
修
繕
92
万
円
、

除
雪
機
械
の
車
検
が
１
７
９

万
円
、
機
械
の
点
検
、
修

理
が
１
０
９
万
３
千
円
で

す
。
ま
た
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
今
月
の
30
日

に
除
雪
の
講
習
会
に
参
加
さ

せ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　「
大
沢
か
ら
石
塚
ま
で
の
町

道
は
ど
こ
ま
で
に
な
っ
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
年
に
一
回
草

刈
り
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
真
坂
の
町
内
会
が
善
意

で
作
業
し
て
い
る
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
町
が
依

頼
し
て
い
る
の
で
す
か
。
」

と
の
質
問
が
あ
り
、
「
石
塚

大
沢
線
で
ピ
ッ
ト
イ
ン
真
坂

か
ら
高
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ま
で
降
り
て
く
る

道
路
で
す
。
草
刈
り
は
、
最

初
の
３
年
く
ら
い
ま
で
は
善

意
で
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

と
て
も
経
費
が
か
か
る
た

め
町
で
予
算
を
出
す
こ
と
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
ま

で
ト
ラ
ッ
ク
２
台
く
ら
い
の

不
法
投
棄
が
あ
り
ま
し
た
が
、

草
刈
り
を
し
て
い
る
の
で
少

な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
慎
重
審
議
の
結
果
、賛
成
多

数
で
し
た
の
で
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
定
致
し
ま
し
た
。

◆ 
認
定
第
４
号

　 
平
成
25
年
度
八
郎
潟
町

公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

　
慎
重
審
議
の
結
果
、全
員
一

致
を
も
ち
ま
し
て
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
致
し
ま
し
た
。

◆ 

認
定
第
５
号

　 

平
成
25
年
度
八
郎
潟
町

農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

　
慎
重
審
議
の
結
果
、全
員
一

致
を
も
ち
ま
し
て
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
致
し
ま
し
た
。

◆ 

認
定
第
７
号

　 

平
成
25
年
度
八
郎
潟
町

上
水
道
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
　
慎
重
審
議
の
結
果
、全
員
一

致
を
も
ち
ま
し
て
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
致
し
ま
し
た
。

◆ 

認
定
第
１
号

　 

平
成
25
年
度
八
郎
潟
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

　
町
民
課
で
は
、
「
環
境
基

本
計
画
策
定
に
つ
い
て
」
、

何
年
も
か
け
て
計
画
を
策
定

す
る
の
で
は
な
く
、
環
境
審

議
委
員
の
方
々
が
審
議
に
入

れ
る
よ
う
目
的
や
理
念
、
町

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
た
う
え

で
原
案
を
策
定
し
、
審
議
会

で
審
議
す
る
も
の
で
あ
る
と

思
う
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
あ
た

る
よ
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
に
よ
る
生

ゴ
ミ
堆
肥
化
事
業
に
つ
い
て
、

今
後
町
で
は
継
続
し
て
実
施

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
か
。

継
続
す
る
場
合
、
町
民
へ
の

Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、
そ
の
良
さ

を
広
報
な
ど
で
広
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
」
と
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
「
現
在
、
Ｅ
Ｍ

ボ
カ
シ
で
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
化

し
て
い
る
方
が
約
30
名
お
り

ま
す
。
人
数
的
に
は
、
少
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
継
続
し

て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ

Ｒ
に
つ
い
て
は
、
広
報
等
で

そ
の
良
さ
に
つ
い
て
も
周
知

し
て
ま
い
り
ま
す
。
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
の
埋
立
状
況
と
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
」
の
質
問
に

対
し
て
、
「
目
視
に
よ
る
確

認
で
す
が
、
６
割
か
ら
７
割

く
ら
い
埋
立
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
こ
数
年
の
処
分
場
へ

の
搬
入
は
、
主
に
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
等
の
搬
入
ゴ
ミ
と
焼

却
灰
の
搬
入
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
10
年
く
ら
い
は
、
埋
立

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

 

●  

福
祉
関
係
で
は

　「
人
工
透
析
治
療
等
通
院

費
助
成
金
と
更
生
医
療
費
支

給
費
の
対
象
者
の
関
係
に
つ

い
て
」
の
質
問
に
対
し
て
、

「
透
析
治
療
患
者
の
う
ち
近
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条　例　改　正議案第36号
八郎潟町消防団の定数・任免・給与・服務等に関する条例の一部改正

消防団定数を107人から85人に改めるものです。

補　正　予　算
平成26年度八郎潟町一般会計補正予算（第２号）
歳入歳出にそれぞれ１億9,047万４千円を追加し、予算総額を30億
4,275万５千円となりました。

《主なもの》
歳入　保育緊急確保事業費補助金 2,500千円
　　　農業基盤整備促進事業費補助金 139,999千円
　　　再生可能エネルギー導入事業費補助金 8,975千円
　　　介護保険特別会計繰入金 5,020千円
　　　財政調整基金繰入金 △35,000千円
　　　臨時財政対策債 6,571千円
　　　過疎対策事業債 49,800千円

歳出　秋田県市町村電算システム共同事業組合負担金 3,462千円
　　　国民文化祭県民参加事業補助金 600千円
　　　街路灯設置工事費 10,975千円
　　　戸籍副本データー管理システムプログラム委託料 1,723千円
　　　保育士等処遇改善臨時特例事業補助金 2,033千円
　　　社会保障・税番号制度システム整備委託料 1,377千円
　　　予防接種委託料 1,351千円
　　　農業基盤整備促進事業費補助金 139,999千円
　　　体育館ワックス塗布業務委託料 1,750千円
　　　歴史資料館改修工事 23,542千円

議案第37号

反対討論平成25年度一般会計決算

　安倍内閣は秘密保護法をとおし憲法

９条をつぶし農業を破壊し消費税を

10％にし原発を輸出、再稼働させよう
としています。

　その様な中でいかに町民のくらしを

守っていくか町でも至難の技だと思い

ます。

　これまでも是々非々で対応して来ま

した。

　25年度の最大の是は学校給食への地
場産野菜の使用率が全県最下位から

トップになった事。生産者も当初６人

から20人に増えている事。
　非は、今年の国文祭に多くの人から

来て欲しいと願うが、浦城跡に行くむ

らくもの滝までの林道が未舗装で車の

交差もままならない事等１kmあるか
なしやの舗装がどうして出来ないか。

　自民党安倍内閣主導の中での平成25
年度八郎潟町一般会計歳入歳出決算認

定について日本共産党の公認議員とし

て非とさせていただきます。

北嶋賢子議員

隣
病
院
で
通
院
し
て
い
る
方

で
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
通

院
費
を
助
成
し
て
い
る
。
一

方
、
更
生
医
療
は
、
日
常
生

活
や
職
業
能
力
等
の
回
復
ま

た
は
向
上
す
る
可
能
性
が
認

め
ら
れ
る
場
合
に
行
う
医
療

に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の

で
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額

に
対
し
て
の
国
の
助
成
制
度

で
あ
る
。
こ
の
制
度
を
申
請

せ
ず
県
の
福
祉
医
療
費
を
申

請
し
て
い
る
方
も
多
い
。
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
」

の
質
問
に
対
し
て
は
、
「
保

育
園
で
実
施
す
る
平
日
の
利

用
は
ほ
と
ん
ど
無
い
も
の
の
、

中
央
児
童
館
や
保
健
セ
ン
タ

ー
で
の
開
催
時
は
町
外
も
含

め
６
・
７
名
の
利
用
が
あ
る
。

来
年
度
の
駅
前
施
設
で
は
、

「
子
ど
も
の
駅
」
の
認
定
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
内
外

か
ら
広
く
利
用
者
数
を
見
込

ん
で
い
る
。
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

 

●  

保
健
課
で
は

　「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い

て
の
相
談
等
は
出
向
い
て
相

談
に
の
っ
て
い
る
の
か
」
と

の
質
問
に
対
し
て
、
「
こ
ち

ら
か
ら
出
向
い
て
相
談
に
の

る
と
い
う
こ
と
は
行
っ
て
い

な
い
。
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
補
助
金
に
つ
い
て
１
，１
８

８
，０
０
０
円
と
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
人
件
費
の
補
助
で
す

か
。
ま
た
、
人
材
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
る
こ
と
は
他
の

業
者
か
ら
苦
情
な
ど
は
で
な

い
も
の
か
。
」
と
の
質
問
に

対
し
て
、
「
人
件
費
と
し
て

補
助
し
て
い
る
。
ま
た
、
苦

情
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ

あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

 

●  

教
育
課
関
係
で
は

　「
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
検
査
食

材
に
つ
い
て
」
の
質
問
に
対

し
、
「
児
童
・
生
徒
に
提
供

す
る
前
々
日
の
地
場
産
野
菜

な
ど
の
給
食
食
材
を
、
月
１

回
、
県
に
持
参
し
て
検
査
し

て
い
る
。
今
ま
で
セ
シ
ウ
ム

が
検
出
さ
れ
た
こ
と
は
一
度

も
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　「
通
学
バ
ス
の
定
期
券
補
助

金
と
運
行
委
託
料
と
の
関
連

に
つ
い
て
」
の
質
問
が
あ
り
、

「
通
学
バ
ス
利
用
者
は
、
真

坂
、
浦
大
町
、
川
崎
地
区
の

児
童
で
、
一
番
多
い
と
き
で

67
名
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

と
き
に
よ
っ
て
往
復
・
片
道

だ
け
の
人
数
が
若
干
変
わ
る
。

ま
た
、
運
行
委
託
料
と
は
別

に
乗
車
料
金
が
か
か
る
の
で
、

そ
の
定
期
券
購
入
に
対
し
て

半
額
補
助
し
て
い
る
。
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
文
化
財
活
性

化
実
行
委
員
会
は
ど
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
る
の

か
。
」
と
の
質
問
に
対
し
て

は
、
「
文
化
庁
の
補
助
金
の

受
け
皿
と
し
て
組
織
さ
れ
た

実
行
委
員
会
で
、
事
業
と
し

て
は
、
秋
田
音
頭
・
一
日
市

盆
踊
り
・
願
人
踊
り
・
一
日

市
盆
踊
り
の
囃
し
伝
承
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
講
師

謝
礼
な
ど
、
文
化
庁
と
町
の

補
助
金
を
合
わ
せ
て
37
万
２

千
円
を
支
出
し
て
い
る
。
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
慎
重
審
議
の
結
果
、全
員
一

致
を
も
ち
ま
し
て
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
致
し
ま
し
た
。

◆ 

認
定
第
２
号

　 

平
成
25
年
度
八
郎
潟
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

　
慎
重
審
議
の
結
果
、全
員
一

致
を
も
ち
ま
し
て
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
致
し
ま
し
た
。

◆ 
認
定
第
３
号

　 

平
成
25
年
度
八
郎
潟
町

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

　
慎
重
審
議
の
結
果
、全
員
一

致
を
も
ち
ま
し
て
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
致
し
ま
し
た
。

◆ 

認
定
第
６
号

　 

平
成
25
年
度
八
郎
潟
町

介
護
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

　
慎
重
審
議
の
結
果
、全
員
一

致
を
も
ち
ま
し
て
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
致
し
ま
し
た
。



平成26年八郎潟町議会９月定例会提出議案結果報告
議案番号 審　　議　　案　　件 結　果

議案第36号 八郎潟町消防団員の定数、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例
について

全員賛成可決

議案第37号 平成26年度八郎潟町一般会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決

議案第38号 平成26年度八郎潟町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決

議案第39号 平成26年度八郎潟町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 全員賛成可決

議案第40号 平成26年度八郎潟町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決

議案第41号 平成26年度八郎潟町介護保険特別会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決

議案第42号 八郎潟町過疎地域自立促進計画の策定について 全員賛成可決

議案第43号 工事請負契約の締結について 全員賛成可決

認定第１号 平成25年度八郎潟町一般会計歳入歳出決算認定について 賛成多数認定
（反対１　北嶋賢子）

認定第２号 平成25年度八郎潟町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 全員賛成認定

認定第３号 平成25年度八郎潟町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 全員賛成認定

認定第４号 平成25年度八郎潟町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 全員賛成認定

認定第５号 平成25年度八郎潟町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 全員賛成認定

認定第６号 平成25年度八郎潟町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 全員賛成認定

認定第７号 平成25年度八郎潟町上水道特別会計決算認定について 全員賛成認定

報告第３号
平成25年度八郎潟町一般会計等財政健全化審査及び平成25年度八郎潟町水道事業会
計経営審査について
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◎
新
得
町
の
概
要

　
北
海
道
新し
ん
と
く
ち
ょ
う

得
町
は
人
口
６
，

４
０
２
人
。
面
積
１
０
６
３
．

７
９
平
方
㎞
。
帯
広
市
の
西

約
50
キ
ロ
に
あ
る
。
最
寄
駅

は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
根
室
本
線
新

得
駅
。
札
幌
駅
か
ら
特
急
列

車
で
約
２
時
間
で
到
着
す
る
。

地
形
は
森
林
、
丘
陵
地
帯
で

ソ
バ
畑
が
広
が
る
。
主
な
産

業
は
農
業
、
酪
農
で
ソ
バ
の

生
産
が
盛
ん
で
あ
る
。
乳
牛

の
飼
育
頭
数
は
３
万
５
千
頭
。

◎
小
中
併
置
校
に
つ
い
て

（
新
得
町
立
富
村
牛
小
中

学
校
）

　
本
年
４
月
現
在
の
在
籍
数
。

小
学
校
11
名
、
中
学
校
４
名
。

学
校
職
員
11
名
。
給
食
調
理

員
４
名
。

　
大
正
７
年
、
菅
野
光
臣

（
ト
ム
ラ
ウ
シ
開
拓
の
父
）

が
ト
ム
ラ
ウ
シ
地
区
の
調
査

に
足
を
踏
み
入
れ
、
以
来
豊

か
な
森
林
資
源
、
電
源
開

発
の
地
と
し
て
開
拓
が
進
め

ら
れ
た
。
学
校
名
の
「
富
村

牛
」
は
、
開
校
に
あ
た
り
ト

ム
ラ
ウ
シ
の
地
名
を
漢
字
に

当
て
は
め
命
名
し
た
。
開
校

は
戦
後
ま
も
な
い
昭
和
23
年
。

児
童
20
名
で
ス
タ
ー
ト
。
開

拓
が
す
す
む
に
連
れ
て
人
口

も
増
え
、
二
つ
の
地
区
に
小

学
校
、
中
学
校
を
分
離
し
た

が
昭
和
44
年
と
51
年
に
再
統

合
。
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

昭
和
54
年
に
は
学
校
給
食
特

別
優
良
校
と
し
て
文
部
大
臣

賞
を
受
賞
。
平
成
５
年
か
ら

は
４
年
連
続
で
中
学
生
が
全

国
中
学
校
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大

会
に
出
場
。

　
現
在
は
地
域
保
育
園
で
あ

る
「
こ
じ
か
園
」
も
校
舎
内

に
併
設
。
保
育
園
児
、
小
学

校
児
童
、
中
学
校
生
徒
が
一

緒
に
学
ん
で
い
る
。
教
諭
７

名
の
内
訳
は
、
小
学
校
が
一

部
複
式
学
級
で
３
名
配
置
。

中
学
校
が
一
部
複
式
で
２
名

＋
副
担
任
２
名
の
配
置
。

※
併
設
の
た
め
校
長
は
１
名
、

教
頭
は
１
名
。
教
諭
の
小
中

乗
り
入
れ
の
授
業
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
免
許
、
中

学
校
免
許
で
小
中
の
授
業
を

受
け
持
つ
と
の
こ
と
。

※
職
員
会
議
は
一
緒
に
お
こ

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

※
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
関
係
上

中
学
校
の
休
み
時
間
を
５
分

に
し
時
間
割
を
対
応
し
て
い

る
。

◎
山
村
留
学

　
平
成
７
年
か
ら
は
親
子
山

村
留
学
制
度
を
開
始
し
、
全

国
か
ら
や
っ
て
き
た
児
童
生

徒
と
と
も
に
仲
良
く
学
習
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
富
村
牛

小
中
学
校
の
教
育
目
標
は

「
た
く
ま
し
く
実
践
力
あ
ふ

　
八
郎
潟
町
議
会
は
、
先
進
地
の
施
策
、
経
営
、
施
設
管
理
な

ど
を
学
び
本
町
の
町
づ
く
り
に
提
言
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
７

月
24
日
、
25
日
の
両
日
、
北
海
道
新
得
町
へ
視
察
研
修
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

北
海
道
新
得
町

　視
察
研
修
報
告

新得町学校数 平成25年５月１日

小　学　校 ３校 児童数 280人

中　学　校 ３校 生徒数 142人

新得高等学校 １校 生徒数  77人
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理
、
パ
ン
を
提
供
し
て
い
る
。

※
自
ら
生
産
し
た
も
の
を
、

自
ら
加
工
し
販
売
す
る
経
営

力
が
北
海
道
民
に
は
多
い
。

◎
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　
住
民
総
参
加
型
全
国
的
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
。
26
年
は

新
得
町
↑
↓
八
郎
潟
町
。

※
早
い
段
階
か
ら
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
員
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

等
を
活
用
し
て
お
こ
な
っ
て

い
る
。

◎
農
事
組
合
法
人　

共
働

学
舎
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ミ

ン
タ
ル
」

　
「
ミ
ン
タ
ル
」
と
は
ア
イ

ヌ
語
で
「
広
場
」
、
「
人
の

行
き
交
う
場
所
」
と
い
う

意
味
。
古
代
日
本
の
言
葉
で

は
、
癒
さ
れ
る
空
間
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
高
い
気
持
ち
の
良

い
場
所
な
ど
の
意
味
を
も
つ
。

「
共
働
学
舎
交
流
セ
ン
タ

ー
」
は
自
営
の
農
場
を
持
ち
、

チ
ー
ズ
、
ソ
バ
な
ど
を
生
産

し
て
い
る
。
自
前
の
レ
ス
ト

ラ
ン
を
経
営
し
、
チ
ー
ズ
料

れ
る
子
ど
も
の
育
成
」
。
人

と
自
然
が
融
合
し
、
互
い
に

支
え
あ
う
教
育
環
境
で
、
学

ぶ
楽
し
さ
を
体
感
し
、
確
か

な
学
力
、
豊
か
な
人
間
性
、

健
康
な
体
躯
等
の
「
生
き
る

力
」
を
身
に
つ
け
る
活
動
を

推
進
し
て
い
る
。

※
当
初
は
情
緒
不
安
定
な
子

ど
も
の
留
学
も
あ
っ
た
。

※
現
在
は
富
村
牛
小
中
学
校

の
教
育
目
標
に
賛
同
し
て
留

学
し
て
い
る
こ
と
。

※
自
然
の
中
で
子
ど
も
を
育

て
た
い
親
が
多
い
こ
と
。

※
留
学
生
の
出
身
地
は
、
京

都
府
、
神
奈
川
県
、
千
葉
県
、

埼
玉
県
な
ど
都
市
部
が
多
い
。

※
留
学
期
間
は
原
則
と
し
て

１
年
。

※
26
年
度
は
小
学
校
に
５
名

在
籍
、
中
学
校
に
２
名
在
籍

し
て
い
る
。

※
釣
り
体
験
、
ソ
バ
打
ち
体

験
、
山
菜
採
り
、
ス
キ
ー
学

習
、
登
山
な
ど
自
然
体
験
活

動
が
多
い
。
こ
れ
が
魅
力
に

思
わ
れ
る
。

◎
サ
ホ
ロ
リ
バ
ー
サ
イ
ド

運
動
広
場

　
新
得
町
役
場
の
裏
手
を
流

れ
る
佐
幌
川
沿
い
に
、
１
周

５
キ
ロ
の
芝
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、

芝
サ
ッ
カ
ー
場
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
陸
上
・
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
、
町
民
体
育
館
、
武
道

館
、
野
球
場
、
温
水
プ
ー
ル

を
配
置
し
た
広
大
な
運
動
公

園
で
す
。

※
陸
上
チ
ー
ム
の
合
宿
地
に

な
っ
て
い
る
。

※
関
西
実
業
団
陸
上
連
盟（
女

子
）で
は
、
大
塚
製
薬
、
ノ
ー

リ
ツ
、
ダ
イ
ハ
ツ
、
ワ
コ
ー

ル
、
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
な
ど
。

◎
子
育
て
及
び
定
住
支
援

制
度

　
町
が
分
譲
し
て
い
る
「
し

ら
か
ば
台
」
ま
た
は
「
上
サ

ホ
ロ
団
地
」
の
分
譲
地
購
入

時
に
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

を
有
し
、
分
譲
地
購
入
後
２

年
以
内
に
一
定
規
模
以
上
の

住
宅
等
を
建
築
し
た
者
に
助

成
。

・
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
が

一
人
の
場
合
　
　
　
50
万
円

・
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
が

二
人
以
上
の
場
合

　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

※
金
額
の
大
き
さ
に
驚
い
た
。

※
若
者
を
呼
び
込
む
政
策
。

◎
持
ち
家
等
住
宅
建
築
促

進
制
度

　
町
内
へ
の
定
住
促
進
と
空

き
地
の
解
消
を
目
指
し
、
町

内
に
住
宅
を
建
築
し
た
場
合

に
、
「
お
祝
い
金
」
と
固
定

資
産
税
相
当
分
を
３
年
間
助

成
。

※
お
祝
い
金
は
現
金
で
な
く
、

町
内
商
店
で
使
え
る
商
品
券

で
あ
る
と
こ
ろ
が
工
夫
さ
れ

て
い
る
。

※
お
祝
い
金
の
額
は
建
築
施

工
が
町
内
業
者
の
場
合
50
万

円
。

※
町
内
業
者
の
受
注
に
も
役

立
っ
て
い
る
。

※
空
き
地
の
解
消
と
し
て
空

家
空
き
地
バ
ン
ク
を
ネ
ッ
ト

開
設
し
て
い
る
。

　
研
修
会
場
は
新
得
町
役
場

２
階
会
議
室
で
お
こ
な
わ
れ
、

新
得
町
議
長
ほ
か
議
員
全
員
、

副
町
長
、
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
長
、
富
村
牛
小
中
学

校
教
頭
先
生
が
同
席
し
て
お

こ
な
わ
れ
、
内
容
濃
い
研
修

で
し
た
。

※
関
西
実
業
団
陸
上
連
盟（
男

子
）で
は
、
大
塚
製
薬
、
山
陽

特
殊
製
鋼
、
大
阪
ガ
ス
、
Ｙ

Ｋ
Ｋ
、
住
友
電
工
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
な
ど
。

※
ヤ
ク
ル
ト
陸
上
競
技
部
。

※
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ラ
ン
ニ
ン
グ

チ
ー
ム
。

※
２
０
１
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
冬
季
強
化
合
宿
チ
ー
ム
。

ハ
ー
フ
ボ
ー
ト
、
ア
ル
ペ
ン
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
。

※
気
候
と
温
泉
付
き
の
宿
泊

施
設
が
多
い
の
で
合
宿
地
に

適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。



■請願・陳情
受理

番号

受　理
年月日

件名 住　所 氏　　　　名 件　　　　名
本会議
結　果

付　託
委員会

9
平成26年
８月13日

陳情
大阪府
東大阪市

軽度外傷性脳損傷仲間の会
代　表　藤　本　久美子

軽度外傷性脳損傷の周知、及び

労災認定基準の改正などを求め

る陳情
採択

総務
産業

10
平成26年
８月22日

陳情 秋田市
秋田県商工団体連合会
　　　秋田民主商工会

会　長　小　玉　正　憲

消費税10％への引き上げの中止
を求める意見書の提出について

の陳情
採択

総務
産業

11
平成26年
８月26日

請願 秋田市
農民運動秋田県連合会

委員長　鈴　木　万喜夫

農業委員会、企業の農地所有、

農協改革など、「農業改革」に

関する請願

一部
採択

総務
産業

12
平成26年
８月26日

請願 秋田市
農民運動秋田県連合会

委員長　鈴　木　万喜夫
政府による緊急の過剰米処理を

求める請願
採択

総務
産業

◆
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
委

員

長
　
石
　
井
　
清
　
人

　
副
委
員
長
　
加
　
藤
　
千
代
美

　
委
　
　
員
　
金
　
　
　
一
　
義

　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
秋
　
雄

　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
敦
　
朗

　
　
　
　
　
　
三
　
戸
　
留
　
吉

 5日 幼稚園創立60周年記念式典
 6日 男鹿潟上南秋支部消防操法大会選手激励会
 10日 未来づくり協働プログラム事業
  情報交流拠点多目的施設建築工事安全祈願祭
 10日 南秋田郡町村議会議長連絡協議会
 17日 例月出納検査（監査委員）
 18日 老人クラブ連合会スポーツ大会
 19日 齊藤和雄氏・畠山敏夫氏
  　藍綬褒章受章記念祝賀会
 20日 若者イベント「一夜市」
 22日 県町村議会議長会理事会
  八郎潟町・井川町衛生処理施設組合議会
 23日 湖東地区行政一部事務組合議会
 24日～25日　町議会議員視察研修
 27日 男鹿潟上南秋支部消防操法大会
 29日～31日　決算審査（監査委員）
 31日 町村長と町村議会議長との意見交換会
 31日 県町村電算システム共同事業組合定例会

議会のうごき議会のうごき

７月

 1日 県町村議会議長会正副会長会議
 5日 南秋田郡町村議会議員大会
  6日～7日　町村議会議長視察研修会
 8日 県町村議会広報研修会・県町村議会議員研修会
 11日 議会全員協議会
 15日 成人式
 19日 例月出納検査（監査委員）
 21日～22日　東北３県合同町村議会議長中央研修会
 27日 全県ゲートボール八郎潟大会

８月

 1日 湖東厚生病院運営委員会
 2日 議会運営委員会・議会広報編集委員会
 6日 中学校体育祭
 7日 中学校文化祭
 9日 議会定例会（18日まで）
 11日 敬老式・町老人クラブ連合会
  　創立50周年・高齢者福祉大会
 14日 小野恵子創作バレエ研究所
  　40周年記念発表会・祝賀会
 19日 例月出納検査（監査委員）
 20日～21日　中学校秋季大会
 22日 議会広報編集委員会
 27日 幼稚園運動会

９月

印刷：一日市印刷

　
町
の
人
口
は
約
６
，
４
０
０
人
。

徐
々
に
減
っ
て
い
ま
す
。
将
来
推
計
は

４
，０
０
０
人
台
で
す
。
そ
の
せ
い
か

一
日
市
盆
踊
り
の
踊
り
手
も
少
な
く
な

り
ま
し
た
。

　
わ
が
町
内
も
高
齢
化
で
、
肩
が
痛
く

て
手
が
上
が
ら
な
い
と
か
、
腰
が
悪
く

て
足
が
上
が
ら
な
い
方
が
多
く
町
内
対

抗
は
欠
場
し
ま
し
た
。

　
初
日
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
踊
り

ま
し
た
。
約
２
時
間
、
歌
っ
て
踊
っ
て

実
に
楽
し
い
。
踊
っ
て
い
る
人
は
皆
声

を
張
り
あ
げ
趣
向
を
凝
ら
し
た
衣
装
で

生
き
生
き
と
盆
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
る

様
子
で
し
た
。
将
来
を
担
う
八
中
生
の

参
加
も
頼
も
し
い
で
す
。

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
活
発
な
町
民
性

は
こ
の
生
き
生
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
県
内
一
小
さ
い
町
で
す
が
こ
の
生
き

生
き
を
持
続
さ
せ
る
よ
う
当
局
と
真
摯

に
議
論
し
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。 

（
き
よ
と
）
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